
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

プロジェクトの問題解決！ 

 いかに問題を分析し，解決策を導くか！ 実例を交えてご紹介！ 

● 開催概要  平成２６年１１月２１日（金）   定員７０名 （先着順受付） 

① 受付        １３：００～１３：３０ 

② シンポジウム １３：３０～１７：５０ （参加無料） 

③ 交 流 会 １８：００～１９：３０ （参加費 2,000円） 

● 会   場 福岡市博多区博多駅前 1 丁目１７番２１号 

ＮＴＴDATA 博多駅前ビル 地下１F 会議室 

             （交流会： ＮＴＴDATA 博多駅前ビル ２Ｆ食事スペース） 

● 内容詳細 ＊裏面参照 

● 申込み 問合せ先  【主催】プロジェクトマネジメント学会九州支部 

ホームページ : http://pmk.minnie.ai.kyutech.ac.jp/ 

     〒８１２－００１１ 福岡市博多区博多駅前 1 丁目１７番２１号 

ＮＴＴDATA 博多駅前ビル６Ｆ（担当 ： 内、大田黒） 

ＴＥＬ（０９２）４７５－５１０９  ＦＡＸ（０９２）４７５－５１９０ 

                           e-mail ： spm_kyushu@nttdata-kyushu.co.jp 

※申込みは下記の欄に記入しメールまたは FAX にてお願いします。 

アクセス 

JR 博多駅を降りて博多口より福岡交通センタービル方面へ徒歩５分 
西鉄イン博多の隣り 

 

〒812-0011 
福岡市博多区博多駅前 1 丁目１７番２１号 

TEL(092)475-5109 

HP http://www.nttdata-kyushu.co.jp/ 

《ビル入館についてのお願い》 
ＮＴＴ ＤＡＴＡ博多駅前ビルの入館においてはセキュリティチェックを行っております。そのため、下記の情報媒体の持ち込みは申告が 
必要となります。 
可能な限り情報媒体の持ち込みはご遠慮ください。（持ち込みには申告（入館時に書類を提出いただきます）が必要です。） 

  ・パソコン，カメラ，ＣＤ，ＭＯ，ＨＤＤ，ＵＳＢメモリ、その他外部記憶装置 

 

製品が複雑化し、サービスも多様化した現在。短期間で顧客のニーズに応える必要に迫られるプロジェク

トの現場において、プロジェクトのコスト、品質、納期の問題に悩まされることが当たり前になっていませ

んか？ 私たちＰＭ学会九州支部はプロジェクトマネジメントの様々な問題の分析と解決策を追い求め、現

場で実践しその効果を確認しています。   

本シンポジウムはそのような私たちの日頃の活動をご理解いただくための場です。是非ご参加ください。 

 

 

参加者氏名 住所 または 所属 

  

連絡先(TEL) 人数 同行者氏名 

 名  

交流会参加の有無 参加 （    人）             不参加 

 

http://pmk.minnie.ai.kyutech.ac.jp/
mailto:spm_kyushu@nttdata-kyushu.co.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日の進行と講師陣 
 

【シンポジウム】 

１ 開会の挨拶 13：30～13：35 プロジェクトマネジメント学会  九州支部長 朝稲 啓太 氏 

２ 基調講演 13：35～14：25 プロジェクトマネジメント学会本部   理事 

富士通株式会社 

 

木脇 秀己 氏 

◆シェア 0%を 60%に変えるシステム提案 -今を生きる PM の要件を探る- 
 

 「情報社会」と呼ばれる、新しい情報利用環境の展開が進んでいる。 この環境下での情報システムに対する期待も、多

様化、複雑化し、これを構築する SIerにも新たな対応が求められている。 社会や企業の革新を支え、新たな利益創造を確

実にする情報システムの構築には、これまでの問題、課題を理解し、イノベーションを意識した提案力が求められている。 

革新的提案力を持った SIerを実現するのは、その行動の中心にある優れた PMである。本講演では、25年間リースシステ

ム開発に従事し「0%であった大手リース会社からの受注を業界シェア 60%にまで伸ばした」経験から、多くの成功、失敗体験

を踏むことで「今を生きる PMの要件」を提案する。PMが直面する課題にもその経験値から解決のヒントを手繰る。 

 

    ☆☆☆ 休憩 ☆☆☆         14：25～14：40 

 

３ 研究会報告 14：40～16：10   

 

◆ＴＯＣ－ＷＧの紹介                       プロジェクトマネジメント学会 九州支部幹事  隅田 重信氏 

 TOC-WGに関する取組み状況 

  九州支部における TOC-WGに関する取組み状況を振返り、その成果と今後の課題について概観する。 

 

◆ＴＯＣ－ＷＧの紹介                        プロジェクトマネジメント学会 九州支部会員 大場 輝幸氏 

 ＴＯＣ－ＷＧにて学習したスキルでＣＣＰＭを現場へ適用した事例 

 ＴＯＣ－ＷＧの取組みで導かれた結果から、ＣＣＰＭを実際の現場プロジェクトへ適用した事例について紹介します。チー

ムメンバーへの働きかけ等導入における工夫やマネジメント方法および、一部の工程でも適用効果があることを紹介しま

す。 

 

◆ＴＲＩＺ－ＷＧの紹介                     プロジェクトマネジメント学会 九州支部副支部長 廣田 豊彦氏 

 ITプロジェクトのプロセス改善-TRIZをベースとしたアプローチ 

  ある ITプロジェクトで発生した様々な問題に関して、ワーキンググループで討論しました。その結果、TRIZの矛盾マトリッ

クスに記載された発明原理から、それぞれの場面に対する解決のヒントが得られました。発散した議論の収束の方法，

そして TRIZの適用と発明原理の活用について紹介します。 

 

☆☆☆ 休憩 ☆☆☆        16：10～16：20 

 

４ 事例紹介 16：20～17：40   

◆ TOC事例紹介                               マツダ株式会社 木谷 昭博氏 

 TECHNOLOGY BREAKTHROUGH BY OPERATION BREAKTHROUGH 

    マツダは革新的な新世代技術「SKYACTIV TECHNOLOGY （スカイアクティブ テクノロジー）」を搭載したデミオ、アクセ

ラ、アテンザ、CX-5を世に送り出している。このマツダの命運をかけた開発において、技術的な革新だけでなく、マネジ

メントの革新にも挑戦してきた。これらの大規模開発にCCPMを適用したマネジメント革新の経緯や、その効果を紹介す

る。また、いかにマネジメントが動いたか、いかにマルチタスクに対処したか、どのように定着させたかを実践者自らが明

らかにする。 

 
◆ TRIZ 事例紹介                                           ソニー株式会社 池田 昭彦氏 

  創造的問題解決法（TRIZ）－企業での活用と大学教育 

        「発想力は才能である」、従来のそういった考えに対して発想力は方法論として学び磨くことが出来るという創造的問題

解決法 TRIZの概要を解説します。また 10年間の活動実績に基づく、企業での導入課題に加えて大学教育での実例も

紹介します。 

 

５ 閉会の挨拶 17：40～17：50 プロジェクトマネジメント学会 九州副支部長 片峯 恵一 氏 

 

【交流会】 

  18：00～19：30 *立食式で軽食やドリンクをお楽しみいただきながら，交歓ください。 

場所：２階 食事スペース 

 


